
【「やさしい日本語」とは？】
外国籍の方や、子ども、高齢者、障がいのある方など、
多様な人々にも伝わるように工夫して使う日本語の使い方です。
とくに災害時や公共の場所等での案内などで重要視されています。

ゆふいんラックホール
３階 小ホール

◆申込方法：①または②の方法によりお申し込みください。

①左の二次元コードを読み取る（表示される案内にしたがって入力してください）

②ＦＡＸ（ちらし裏面） ☎ 097-582-1245

◆申込締切：12/3（水）

（お問合せ）由布市教育委員会社会教育課 ☎ 097-582-1203

大分県立図書館 ☎ 097-546-9975

※荒天（降雪等）による中止の場合はHP「まなびの広場おおいた」に
前日までに掲載します。

受講無料

【講師プロフィール】
専門は日本語教育。外国の方にも伝わりやすい「やさしい日本語」を通じて、地域の人たちが互い
に助け合える社会づくりを実践。
災害時の情報伝達や、行政・医療・教育現場でのコミュニケーション改善など、実践的な取り組みも
多数。
県内外での講演や研修を通じて、「ことばでつながる共生社会」をテーマに活動中。

日 時
・

会 場

2025年12月9日(火)13:30~15:00

対 象

講 師 本 田 明 子 氏

申し込み

ほん だ あき こ

主 催 大分県教育委員会 共 催 由布市教育委員会

社会教育・学校教育関係者、行政職員、企業関係者、医療・介護
福祉関係者、観光関係者、自治区役員等で外国籍の方と接する機会のある方
外国籍の方の支援や多文化共生に関心のある方

立命館アジア太平洋大学言語教育センター 教授

申込みフォ－ム

①②以外は市社会教育課へご連絡ください。

「『やさしい日本語』の基礎知識」

班回覧



※事務局記入欄

受付日時：「やさしい日本語」講座参加申込書

○個人情報は適正・厳正に管理します。

＜はじめにお読みください＞

「やさしい日本語」
に関するお問合せ

大分県立図書館 学校・地域支援課

☎：097-546-9975

「まなびの広場おおいた」ホームページ

FAX 送信書（由布市社会教育課あて FAX 097-582-1245）

講座に関する
お問合せ

由布市教育委員会 社会教育課

☎：097-582-1203（平日 8：30～17：00）

✉：social_edu@city.yufu.lg.jp

◎枠が足りない場合は、任意様式で追加をしてください。

参加申込者 個人 ・ 団体
どちらかに〇

団体の場合は団体名（ ）

電 話 番 号 - -

参加者名①

参加者名②

参加者名③

参加者名④

参加者名⑤

①天候等の状況によっては、内容の変更や中止になる場合があります。最新の情報は

大分県の生涯学習情報ホームページ「まなびの広場おおいた」で確認してください。

②動画や写真を撮影し、テレビや新聞等による広報に使用する場合があります。

③駐車場は、ラックホール、市営野田駐車場、旧国民宿舎跡地が利用できます。

JR由布院駅横駐車場については、駐車券をお持ちいただければ、２時間無料です。


